





























































































































































































回答者と実施方法 近畿圏の 4 つの大学で心理学関
係の講義を受講している学生を対象に調査を実施した。
その結果、男性 164 名、女性 183 名、合計 347 名(平均
年齢 19.64 歳; SD = 1.45)の有効回答を得た。なお、調
査実施の際、データは統計的処理されるため調査協力
者の匿名性は保たれることが説明された。調査時間は





























































び標準偏差は、「自己希薄化」因子が M = 3.11, SD = 
0.74、「自己高揚化」因子が M = 2.30, SD = 0.65、「自
己利益希求化」因子が M = 3.01, SD = 0.65 であった。 





に標準偏差は、M = 2.89, SD = 0.72、自己愛傾向の 3
因子のそれらは、「注目・賞賛欲求」で M = 3.11, SD = 
0.82、「優越感・有能感」で M = 2.62, SD = 0.72、「自己









Table 1 自己目的化尺度の因子分析結果 
因子名 希薄化 高揚化 希求化 共通性
Q36 私は誰からも必要とされていないのではないかと思うことがある .75 .09 -.02 .656
Q39 自分が今にも消えてしまいそうになることがある .70 -.02 -.11 .445
Q45 私は時々自分が透明な存在なのではないかと不安になる .66 .19 -.17 .473
Q53 私は自分が本当は何をやりたいのかわからなくなることがある .64 -.33 .09 .424
Q09 誰も自分のことなど気にかけてくれないのではないかと思うことがある .61 .08 .02 .564
Q44 時々、今の私は本当の私ではないと感じることがある .60 .09 -.07 .386
Q02 周りの人は、本当の私のことをわかってくれないと思う .50 .29 .03 .461
Q12 私は私自身が本当は何をしたいのかをよく考えてしまう .44 -.27 .10 .277
Q52 私は自分が他者と交換可能な人間ではないかと思うことがある .43 .07 .07 .275
Q17 私は人前では本当の自分を出せないと思う .41 -.11 .10 .279
Q37 私が何かうまくいかないのは、周りの人たちが私の能力を見くびっているせいだと思う -.03 .74 .06 .516
Q54 他の人たちはもっと私のことを評価すべきだと思う .00 .70 -.01 .468
Q07 私はもっと社会から認められても良い存在だと思う -.20 .59 -.07 .328
Q03 私は自分の能力に見合うだけの評価を周りから受けていない .08 .58 .03 .402
Q32 私の才能を理解できる人はほんの一握りの人たちだと思う .11 .57 -.03 .396
Q40 一生懸命努力をするというのは、能力のない人がすることだと思う -.04 .53 .18 .478
Q51 一生懸命に何かに打ち込んでいる人を見るとさめた気分になる .10 .39 .16 .366
Q04 私は自分のやりたいことしかやりたくない -.04 -.03 .57 .267
Q29 報われるかどうかわからない努力はしたくない .08 .09 .56 .380
Q16 自分のやりたくないことはやらなくてもいいと思う .03 .12 .52 .348
Q15 少しの努力で最大限の利益を獲得したい -.08 -.04 .50 .256
Q41 何事もすぐに結果が出ないとイライラする .23 -.01 .47 .340
Q18 自分に責任がふりかかってくるようなことはできるだけ避けたい .12 -.08 .44 .254
Q55 自分の目標や目的に直接関係しないことに取り組むのは意味がないと思う .04 .31 .36 .328
Q42 自分をまげてまで何かをやる必要はないと思う -.08 .10 .35 .219











偏相関分析を行った。その結果 (Table 3)、「自己希薄 
 



















( N = 160)
女性
( N = 178)
t 値
*p <.05; ***p <.001  
化」は自尊心と比較的強い負の相関がみられ( r = -.59, 
p < .001)、また、「自己利益希求化」についても自尊心と




また、自己目的化の 3 側面、「自己希薄化」、「自己高 
 
Table 3 自己目的化の 3 側面と自尊心ならびに 
自己愛傾向との偏相関関係 
自己目的化尺度
自己希薄化 -.59 *** .14 * -.32 *** -.32 ***
自己高揚化 .08 .38 *** .36 *** .13 *









注) N = 324. 性別を統制した。  *p <.05; ***p  <.001
 
揚化」、「自己利益希求化」はすべて自己愛傾向の「注
目・賞賛欲求」と正の相関関係を示していた( r = .14, p 
< .05; r = .38, p < .001; r = .20, p < .001)。「注目・賞賛
欲求」は、自己愛傾向の不適応な側面として捉えられる
こと (小塩, 2004, 2007)から、これらの結果は、自己目的
化の 3 側面の不適応さを示すとともに、仮説 2 を支持す
るものであるといえる。加えて、「自己希薄化」は、「優越
感・有能感」ならびに「自己主張性」と負の相関関係を( r 
= -.32, p < .001; r = -.32, p < .001)、「自己高揚化」は、
「優越感・有能感」、「自己主張性」と正の相関関係を示し
























































し、106 組の友人のペア(男性ペア 32 組、女性ペア 74
組; 平均年齢20.33 歳; SD = 1.43)、212 名を分析の対
象とした 3)。なお、相手の友人と知り合ってからの期間の








“よくあてはまる ＝ 5”の 5 件法の評定を行った。 
2. 関係における他者認知尺度(Kanemasa, Taniguchi, 






「自信」の 5 因子、24 項目からなる(“自信”のみ 4 項目、
その他は 5 項目)。回答者には、相手の友人の印象につ
いて、各項目に“かなりあてはまる ＝ 1”、“どちらでもな








分析 研究1 で作成された自己目的化尺度の 26項目の
評定値に対して、因子分析(SMC、主因子法)を行った。
研究 1 で得られた 3 因子構造ならびに固有値の減衰状













は、「自己希薄化」因子が M = 3.15, SD = 0.82、「自己
高揚化」因子が M = 2.18, SD = 0.58、「自己利益希求
化」因子が M = 2.91, SD = 0.67 であった。 
また、関係における他者認知尺度についても因子分
析 (SMC 、 主因子法 ) を 行っ た 結果、 先行研究






よび標準偏差は、「社交性」がM = 5.50, SD = 1.07、「魅
力性」が M = 5.35, SD = 1.00、「人柄の良さ」が M = 
5.44, SD = 1.00、「責任・真面目さ」が M = 5.15, SD 
= .96、「自信」が M = 5.16, SD = 1.09 であった。 




Table 4 研究2 における自己目的化尺度の因子分析結果 
因子名 希薄化 希求化 高揚化 共通性
私は誰からも必要とされていないのではないかと思うことがある .79 -.04 -.05 .658
私は時々自分が透明な存在なのではないかと不安になる .76 -.04 -.03 .545
自分が今にも消えてしまいそうになることがある .75 -.02 -.06 .548
誰も自分のことなど気にかけてくれないのではないかと思うことがある .75 -.05 .08 .633
周りの人は、本当の私のことをわかってくれないと思う .59 .12 .21 .526
私は自分が本当は何をやりたいのかわからなくなることがある .52 -.03 -.07 .374
時々、今の私は本当の私ではないと感じることがある .51 .00 .20 .374
私は自分が他者と交換可能な人間ではないかと思うことがある .48 .06 -.01 .343
私は人前では本当の自分を出せないと思う .47 .08 .01 .372
私は私自身が本当は何をしたいのかをよく考えてしまう .47 -.12 .01 .335
私は自分のやりたいことしかやりたくない -.05 .63 -.02 .357
少しの努力で最大限の利益を獲得したい -.19 .62 -.12 .316
報われるかどうかわからない努力はしたくない .10 .56 -.02 .359
自分の目標や目的に直接関係しないことに取り組むのは意味がないと思う .08 .56 .04 .395
自分に責任がふりかかってくるようなことはできるだけ避けたい .19 .48 -.14 .350
自分のやりたくないことはやらなくてもいいと思う -.05 .48 .11 .348
自分をまげてまで何かをやる必要はないと思う -.10 .42 .11 .331
何事もすぐに結果が出ないとイライラする .15 .36 .15 .299
自分は何事も適当にやっていればうまくいく人間だと思う -.25 .35 .13 .243
他の人たちはもっと私のことを評価すべきだと思う -.08 .07 .78 .546
私はもっと社会から認められても良い存在だと思う -.20 -.12 .76 .432
私の才能を理解できる人はほんの一握りの人たちだと思う .21 .00 .47 .385
私が何かうまくいかないのは、周りの人たちが私の能力を見くびっているせいだと思う .14 .14 .41 .369
私は自分の能力に見合うだけの評価を周りから受けていない .21 .04 .39 .318
一生懸命に何かに打ち込んでいる人を見るとさめた気分になる .19 .10 .20 .246
















*p <.05; ***p <.001
男性
( N = 64)
女性























相関関係( r = -.18, p < .01; r = -.14, p < .05)が、また、
「自己高揚化」と「社交性」、「人柄の良さ」ならびに「責
任・真面目さ」との間にも有意な負の関連( r = -.20, p 









Table 6 自己目的化の 3 側面と 
親密な友人からの印象評価との偏相関関係 
自己目的化尺度
自己希薄化 -.18 ** -.01 -.02 .05 -.14 *
自己高揚化 -.20 ** .01 -.17 * -.14 * .04
自己利益希求化 -.06 .05 -.05 -.13 .03
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Reflexive fixation on self and social adjustment: 
From the viewpoints of self-esteem, narcissism, and impressions from a close friend. 
 
Yuji KANEMASA(Department of Psychology, Otemon Gakuin University) 
 
In this study, two researches were conducted to develop a scale measuring reflexive fixation on self and 
to reveal how reflexive fixation on self was related to self-esteem, narcissism, and impressions from a 
close friend.  The concept of reflexive fixation on self was assumed to be composed of three factors— 
“diminished-self”, “enhanced-self”, and “desire for self-interest”. In Study 1, participants were 347 
undergraduate students and the scale measuring assumed three factors of reflexive fixation on self 
(Reflective Fixation on Self Scale) was developed. The result showed that “diminished-self” and “desire for 
self-interest” were significantly negatively correlated to self-esteem and all three factors of reflexive 
fixation on self were significantly positively correlated to “a need for attention and praise” which was 
regarded as a maladaptive aspect of narcissism. In Study 2, participants were 106 pairs of same-sex close 
friends. The reproducibility of the factor structure of Reflective Fixation on Self Scale was confirmed. In 
addition, “diminished-self” and “enhanced-self” were significantly negatively correlated to several aspects 
of the impressions from a close friend.  Those results were discussed in terms of social adjustment of 
reflexive fixation on self. 
 
Keywords: reflexive fixation on self, self-esteem, narcissism, impressions from a close friend, pair data. 
